
別紙様式 

令和２年度（２０２０年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 阿蘇市立阿蘇西小学校 ＞ 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 委員会の時間に、阿蘇西環境ＩＳＯ宣言を作成した。学校環

境ＩＳＯ宣言を作成するために、環境委員会の児童が学校の様

子を観察し、見つけた課題を持ち寄って話し合いをした。作成

した阿蘇西環境ＩＳＯ宣言を周知するために児童がポスター

を作成し、全児童、職員への周知徹底を図った。 

行動 

 〇校内研修での取り組み 

 校内研修で学校版環境ＩＳＯの概要や阿蘇西環境ＩＳＯの

取り組みについての説明を行い、職員への更なる周知徹底を図

った。 

 

〇節電・節水 

節電・節水を呼びかけるポスター作りを行った。電気の消し

忘れや水の無駄遣いが多い場面を委員会活動の中で出し合い、

ポスターを作成して水道付近や各教室に掲示した。また、節電・

節水クイズを行い、全校に節電・節水への継続的な協力を呼び

かけた。 

 職員室でも、待機電力を節電するために、退勤時のプリンタ

ーの電源を切ることなどを呼びかけた。 

 

〇ゴミを減らす活動 

ゴミ袋を削減するために、環境委員会がゴミを小さくして捨

てるよう啓発するためのポスターを作成した。 

２学期からは、リサイクル活動としてペットボトルキャップ

の回収を行った。学校行事前に全校に協力を呼びかけ、家庭に

あるペットボトルキャップを集めた。回収箱は常に児童玄関に

設置し、回収を続けた。 

職員室では、紙のリサイクル活動に取り組んだ。ゴミ箱付近

や印刷室に紙ゴミ回収箱を設置し、ゴミの削減に努めた。 

 

〇花いっぱいの学校を目指す活動 

 児童が季節の花に親しむことができるよう、春と秋に全校花

植えを行った。また、花壇の整備や花の植え替えでは、学校支

援ボランティアの方々に協力していただいた。 

環境委員会では、花に対する児童の興味・関心を高めるため、

学校敷地内に植えられている花のクイズ作成に取り組んだ。 



別紙様式 

記録 

 〇節電・節水について 

 電気と水道の使用量については、ポスター掲示や校内研修で

の啓発を行った時期から減少傾向が見られた。特に水道の使用

量については、昨年と比較して大きく減らすことができてい

た。しかし、どちらの使用量についても、徐々に増加してきて

いる。 

 

〇ごみ袋の削減について 

教室での使用枚数を記録し、使用枚数の削減を継続して呼び

かけた。環境委員会のポスターでの啓発の効果もあり、１ヶ月

間ごみ袋の使用枚数を、当初の目標より少ない１０枚以内に収

めることができた。また、紙のリサイクル活動を行ったことで、

職員室でのごみ袋の使用枚数も減らすことができた。ペットボ

トルキャップ回収活動については、約５４kg 回収することが

できた。回収したペットボトルキャップは回収業者を通して、

慈善活動を行う団体に寄付する予定である。 

 

〇花いっぱいの学校を目指す取り組みについて 

季節に合わせた花植やポスター掲示により、全校児童の花に

対しての興味・関心を高めることができた。 

見直し 

  ２学期の反省をもとに、環境委員会で引き続き阿蘇西環境Ｉ

ＳＯ宣言実現に向けての取り組みを続けている。節電・節水、

ゴミの削減、花いっぱい運動それぞれについて、新たなポスタ

ーの作成や放送での啓発を行い、引き続き全校で阿蘇西環境Ｉ

ＳＯ宣言に取り組むよう呼びかけている。 

 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

〇感染対策のため、例年のような集会での

阿蘇西環境ＩＳＯの啓発はできなかった

が、ポスターや放送を利用して協力を呼

びかけたことで、全校で阿蘇西環境ＩＳ

Ｏに取り組むことができた。 

〇校内研修で職員への阿蘇西環境ＩＳＯの

周知徹底を図ったことで、職員室でのリ

サイクル活動や節電がより進んだのみで

なく、児童への継続した声かけができて

いた。 

●節電・節水については、今後、具体的な数

値目標を設定していく必要がある。次年

度は過去２年間のデータを踏まえ、月ご

との目標使用量等を検討していきたい。 

 

●電気や水の使用量の多い月を『節電・節水

月間』と定めるなど、集中的に全校で節

電・節水に取り組む期間を設定し、さらな

る使用量の削減に努めたい。 

 


